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2019.12.16 
濃飛乗合自動車株式会社 

 
乗合路線の一部減便について 

 
１、概 要 

一般乗合路線の利用者は年々減少しており、路線全般的に収支状況は悪化している。特に以前は生活
交通路線維持費補助金の対象路線であったが利用者の減少により補助要件を満たさなくなったため補
助対象外となった路線や系統キロが⻑い路線で利用者が少ない路線等は、大幅な赤字となっており、現
状のまま路線を維持することが困難となってきている。 

また、働き方改革への対応等により運転士の運用が厳しくなってきており、新たな運転士の確保が難
しい中、慢性的な運転士不足に陥っている。 

よって、その当面の対応策として、極めて利用者が少ない路線（便）について減便を行う。 
 

２、具体的な見直し（案）（案）（案）（案） ※未確定 
   減便する路線及び対象便（平均乗車人員が３人未満の便を減便） ※（ ）内は平均乗車人員 
   朝日線     高山発   ７：００（0.2 人）、１５：１０（0.5 人） 
           朝日発   ９：００（2.1 人）、１６：１０（0.2 人） 
   古川線     高山発   ９：１０（2.7 人）、１０：１０（1.5 人）、１3：１０（1.5 人） 
           古川発  １０：４０（2.3 人）、１１：１０（1.3 人）、１4：４０（1.3 人） 
   久々野線    高山発  ２３：４５（0.2 人） 
   神岡線     高山発  ２０：４０便を古川止めに 
   富山〜神岡〜 
    奥飛騨温泉郷 神岡発平湯温泉行１３：２０（1.4 人）  
           平湯温泉発富山行１４：１０（1.3 人）  
           平湯温泉発神岡行１５：１０（1.2 人）、１７：００（0.2 人） 
           神岡発富山行  １７：００（0.5 人） 
           富山発神岡行  １５：０５（1.1 人）、１６：３５（神岡まで減便）（0.2 人） 
 
３、実施日 
   ２０２０年３月３１日を以って減便 
 
 
（参考） 
  平成３０年度、主な路線の赤字額 
   ・朝日線       ▲１８，０００千円（県補助金  9,900 千円繰入後の赤字額） 
   ・富山〜神岡〜 
     奥飛騨温泉郷線  ▲４７，０００千円（県補助金 17,000 千円繰入後の赤字額） 



協議事項１．高山神岡線及び奥飛騨富山線の運行の変更について

富⼭〜神岡〜奥⾶騨温泉郷線 ⾒直し（案） 現行時刻
地鉄 濃⾶ 地鉄 濃⾶ 地鉄 濃⾶

富山駅 9:05 14:10 富山駅 9:05 13:40 15:05 16:35
富山空港 9:25 14:30 富山空港 9:25 14:00 15:25 16:55
猪谷 9:59 15:04 猪谷 9:59 14:34 15:59 17:29
猪谷駅 6:56 8:45 ｜ 12:00 ｜ 17:12 19:38 猪谷駅 6:56 8:45 ｜ 12:00 ｜ ｜ 17:12 ｜ 19:38
⻄漆山 7:15 9:04 ｜ 12:19 ｜ 17:31 19:57 ⻄漆山 7:15 9:04 ｜ 12:19 ｜ ｜ 17:31 ｜ 19:57
神岡小学校 7:36 ｜ ｜ 土日祝休 ｜ ｜ ｜ ｜ 神岡小学校 7:36 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
神岡営業所 7:50 8:35 9:23 10:00 10:27 11:50 12:44 15:32 17:56 18:00 20:22 神岡営業所 7:50 8:20 9:23 10:00 10:27 11:30 12:44 13:20 15:05 16:27 17:56 18:00 20:22
奥飛騨温泉口 8:44 10:09 10:38 12:02 15:44 18:09 奥飛騨温泉口 8:29 10:09 10:38 11:42 13:29 15:14 18:09
見座 ｜ 10:22 ｜ ｜ ｜ ｜ 見座 ｜ 10:22 ｜ ｜ 13:42 ｜ ｜
上宝支所 ｜ ｜ 12:19 16:01 18:26 上宝支所 ｜ ｜ 11:59 ｜ ｜ 18:26
栃尾温泉 9:20 11:12 12:45 16:26 18:52 栃尾温泉 9:05 11:12 12:25 14:05 15:50 18:52
新穂高ロープ ｜ 11:26 ｜ 16:40 ｜ 新穂高ロープ ｜ 11:26 ｜ 14:19 16:04 ｜
平湯温泉 9:40 11:54 13:05 17:10 19:12 平湯温泉 9:25 11:54 12:45 14:49 16:34 19:12

中山口へ回送 回送

濃⾶ 地鉄 濃⾶ 濃⾶ 地鉄 地鉄
平湯温泉 7:00 10:10 13:00 平湯温泉 7:00 9:40 13:00 14:10 15:10 17:00
新穂高ロープ ｜ 10:41 13:28 新穂高ロープ ｜ 10:11 13:30 14:38 15:41 ｜
栃尾温泉 7:16 10:51 13:38 栃尾温泉 7:16 10:21 13:40 14:48 15:51 17:16
上宝支所 7:42 ｜ ｜ 上宝支所 7:42 ｜ ｜ ｜ 16:17 ｜
見座 ｜ ｜ 12:00 ｜ 見座 ｜ ｜ ｜ 12:00 ｜ ｜ 17:38
奥飛騨温泉口 7:59 11:34 12:12 14:12 奥飛騨温泉口 7:59 11:04 14:14 12:12 15:22 16:34 17:50
神岡営業所 6:10 7:57 8:27 10:50 11:50 12:15 14:26 16:14 18:00 神岡営業所 6:10 7:57 8:27 11:20 10:50 14:31 12:15 15:36 16:14 16:47 17:00 18:00 18:03
神岡小学校 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 16:28 ｜ 神岡小学校 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 16:28 ｜
⻄漆山 ｜ 8:16 11:15 ｜ ｜ ｜ 18:24 ⻄漆山 ｜ 8:16 ｜ 11:15 ｜ ｜ ｜ 18:24
猪谷駅 6:41 8:35 11:34 ｜ ｜ 17:07 18:43 猪谷駅 6:41 8:35 ｜ 11:34 ｜ ｜ 17:07 18:43
猪谷 12:17 14:53 猪谷 11:47 14:58 16:03 17:27
富山空港 12:49 15:25 富山空港 12:19 15:30 16:35 17:59
富山駅 13:12 15:48 富山駅 12:42 15:53 16:58 18:22

2020/1/24
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　　　協議事項２．令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について

（別添１）

令和2年1月17日

協議会名：協議会名：協議会名：協議会名： 令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について

評価対象事業名：評価対象事業名：評価対象事業名：評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要

③前回（又は類似事業）の

事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

【目標】

・利用者人数：1,960人

・収支率：10％以上（全体）

【結果】

・利用者人数：1,284人

・収支率：全体8.5％（路線単独

2.3％）

利用者数及び収支率ともに目標

未達成となった。昨年度からの

比較では、利用者数は8.5％の

減少となり、収支率は減便によ

る効率化により1.3％増となった。

【改善点・改善策】

便数としては朝・昼・夕に3往復（全6

便）であり、地域に必要な移動としては

最小限と思われる。利用のある便と無

い便が明確なため運行方法について

は検討する必要がある。

飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

神岡東部線

【運行区間】

①濃飛バス神岡営業所～東雲～濃飛

バス神岡営業所

②濃飛バス神岡営業所～老健たかは

ら～濃飛バス神岡営業所

③割石温泉～東雲～濃飛バス神岡営

業所

【前回の事業評価結果】

利用の変化や利用の少ない

便等について、利用状況の

把握・分析結果を事業構築

や改善に活用すること。

【反映状況】

平成29年11月の見直し以降

路線が定着し、利用が伸び

てきていることから、ダイヤ

変更等は行わず継続して運

行を実施した。

A

事業が計画に基づき適切に実施

された。

Ｂ

【目標】

・利用者人数：2,740人

・収支率：10％以上（全体）

【結果】

・利用者人数：2,417人

・収支率：全体8.5％（路線単独

4.6％）

目標に対する利用者数及び収

支率はどちらも未達成となった。

昨年度からの比較では、利用者

数11.5％、収支率15％増加して

いる。

【改善点・改善策】

利用の少ない便が明確となってきたた

め、減便や便の統合を実施する。

【特記事項】

再編初年度と比較すると、利用者数は

1.7倍超、昨年度からも1.1倍超の利用

者増となっており、地域に定着した路

線として利用されている。

濃飛乗合自動車㈱

濃飛乗合自動車㈱

柏原線

【運行区間】

①濃飛バス神岡営業所～寺林公民館

～柏原パーキング

②割石温泉～寺林公民館～柏原パー

キング

③濃飛バス神岡営業所～神岡小学校

～柏原パーキング

【前回の事業評価結果】

利用の変化や利用の少ない

便等について、利用状況の

把握・分析結果を事業構築

や改善に活用すること。

【今回の反映】

平成31年4月から、利用のほ

とんどない便を減便し効率

化を図り運行を実施した。

A

事業が計画に基づき適切に実施

された。

Ｃ
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　　　協議事項２．令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について

（別添１）

令和2年1月17日

協議会名：協議会名：協議会名：協議会名： 令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について令和元年度地域公共交通確保維持改善事業の報告及び評価について

評価対象事業名：評価対象事業名：評価対象事業名：評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要

③前回（又は類似事業）の

事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

Ｂ

【目標】

・利用者人数：11,000人

・収支率：10％以上（全体）

【結果】

・利用者人数：路線全体　9,864

人、系統２　9,562人

・収支率：全体8.5％（路線単独

21.1％）

利用者数は未達成となり、収支

率は路線単独では21.1％と目標

を達成している。

【特記事項】

Ｈ29及びＨ30と比較すると利用者数は

減少したものの、再編初年度と比較す

ると利用者数は1.5倍超を維持してい

る。

路線自体は定着してきているものと思

われるが、飛騨市内でも最も高齢化の

進行が速い地域であることから、今後

の利用状況及び他の交通モードへの

影響を注視し適宜運行内容を検討す

る。

飛騨市

桃源郷線　系統１

【運行区間】

①飛騨古川駅～中野公民館、すぱー

ふる桃源郷温泉、寺村～山王

【前回の事業評価結果】

利用の変化や利用の少ない

便等について、利用状況の

把握・分析結果を事業構築

や改善に活用すること。

【今回の反映】

利用が伸びてきていることか

ら、見直しは行わず継続して

運行を実施した。

Ａ

事業が計画に基づき適切に実施

された。

Ｂ

【目標】

・利用者人数：2,880人

・収支率：10％以上（全体）

【結果】

・利用者人数：路線全体　4,788

人、系統１

・収支率：全体8.5％（路線単独

6.0％）

利用者人数は達成し、収支率は

未達成となった。

【特記事項】

昨年度からは3.4％の利用者減となっ

たが、再編初年度との比較では、利用

者数は1.78倍に伸びている。また、通

学定期券の取り扱い件数は5倍超に伸

びており、昨年度との比較においても

通学定期券は増加している。引き続き

通学、通院に利用できる地域路線とし

て維持しつつ、より利便性が向上する

よう運行内容の見直しを実施する。

飛騨市

かみおか循環乗合タクシー　系統２

【運行区間】

神岡振興事務所～旧奥飛騨温泉口、

濃飛バス神岡営業所、割石温泉～神

岡振興事務所

【前回の事業評価結果】

利用の変化や利用の少ない

便等について、利用状況の

把握・分析結果を事業構築

や改善に活用すること。

【今回の反映】

路線延伸等の利用者からの

要望に対し、路線の効率性

の検討及び他の交通への影

響を考慮し、変更は行わず

現状維持として運行を実施

した。

A

事業が計画に基づき適切に実施

された。

12



（別添１－２）

令和2年1月17日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿

（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　飛騨市は岐阜県最北端に位置し、北は富山県、南は高山市、西は白川村に接している。

　面積792.53㎢、人口24,307人（R1.12.1現在）、高齢化率38.83％と、広大な市域において人口減少及び高齢化が急速進んでおり、市内及び市外との移

動を確保・維持し、高齢者等でも利用しやすいよう利便性を向上させることが重要な課題である。

　飛騨市公共交通網形成計画策定時（H27.3　25,855人）と比較し6.0％の人口減という状況ではあるが、計画策定初年度から比較し公共交通利用者数

は増加しており、網形成計画及び再編実施計画に伴う事業実施により、路線、ダイヤ、市民意識、利用設備等、公共交通に関するに環境において、より

良い状況へ向かっている。

　現行の『飛騨市地域公共交通網形成計画』及び『飛騨市地域公共交通再編実施計画』については、令和２年３月をもって計画期間終了となるが、良い

状況へと向かうことのできた現在の交通網を基本的には維持しつつ、各路線の課題を解消し、効率的で分かりやすく利用しやすい公共交通網の形成を

目指す。

また、幹線、地域路線、市街地循環路線、小規模輸送等それぞれ役割の異なる路線を接続させることで、市全域において通院、通学、買物といった市民

に対する最低限のＱＯＬを保障し、かつ、来訪者の移動利便性の向上につながる地域公共交通を目指す。

飛騨市公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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協議事項３．ふるかわ循環乗合タクシーの廃止について 

 

 

１．ふるかわ循環乗合タクシーの概要 

平成 27年３月策定 飛騨市地域公共交通網形成計画において、古川町市街地を循環運行し、

市街地を訪れる全市民及び観光客の古川町市街地に点在する主要施設への移動を担う目的を

もって運行を定め、同年 10 月から運行を開始した。 

 

 

２．時刻・路線 

  別紙のとおり 

 

 

３．利用状況及び見直しにかかる調査結果 

①①①①    年間利用者数年間利用者数年間利用者数年間利用者数              ②②②②    １便あたり平均利用者数１便あたり平均利用者数１便あたり平均利用者数１便あたり平均利用者数 

  Ｈ31 Ｈ30 Ｈ29 Ｈ28 

 

  Ｈ31 Ｈ30 Ｈ29 Ｈ28 

１便 89 237 250 169 

 

１便 0.7 1.0 1.0 0.7 

２便 52 131 111 74 

 

２便 0.4 0.5 0.5 0.3 

３便 106 202 173 225 

 

３便 0.9 0.8 0.7 0.9 

４便 56 101 103 134 

 

４便 0.5 0.4 0.4 0.5 

５便 47 73 98 55 

 

５便 0.4 0.3 0.4 0.2 

６便 37 78 49 43 

 

６便 0.3 0.3 0.2 0.2 

７便 19 34 34 27 

 

７便 0.2 0.1 0.1 0.1 

８便 18 18 17 12 

 

８便 0.1 0.1 0.1 0.0 

９便 － － － 19 

 

９便 － － － 0.1 

合計 424 874 835 758 

 

平均 0.4 0.4 0.4 0.3 

    ※H31 は６ヶ月間の実績 

 

 

③③③③    ＨＨＨＨ30.530.530.530.5 実施実施実施実施    ふるかわ循環乗合タクシー利用目的に関する聞き取り調査ふるかわ循環乗合タクシー利用目的に関する聞き取り調査ふるかわ循環乗合タクシー利用目的に関する聞き取り調査ふるかわ循環乗合タクシー利用目的に関する聞き取り調査    

  利用者 25 人中 21 人が通院目的で利用していると回答 

 

 

④④④④    ＨＨＨＨ29292929.9.9.9.9～～～～10101010 実施実施実施実施    古川町内医療機関古川町内医療機関古川町内医療機関古川町内医療機関ででででのののの交通機関の利用交通機関の利用交通機関の利用交通機関の利用に関するアンケート調査に関するアンケート調査に関するアンケート調査に関するアンケート調査    

  医療機関への移動に関して回答数 398 件中、『自分又は家族、友人の運転』が 75.4％（300 件）、 

  『自転車・徒歩』が 22.4％（89件）、『バス』が 3.8％（15 件） 
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⑤⑤⑤⑤    ＨＨＨＨ31.431.431.431.4～～～～    通院支援タクシー助成券事業通院支援タクシー助成券事業通院支援タクシー助成券事業通院支援タクシー助成券事業    利用実績利用実績利用実績利用実績    

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 

利用件数 187 207 264 313 299 299 330 301 

乗車場所 

医療機関 150 118 106 169 133 145 158 138 

薬局 18 4 3 14 16 13 9 8 

降車場所 

自宅 158 124 217 177 141 158 157 141 

その他 11 7 10 24 27 20 17 25 

 

 

⑥⑥⑥⑥    ふるかわ循環乗合タクシー・通院支援タクシー助成事業ふるかわ循環乗合タクシー・通院支援タクシー助成事業ふるかわ循環乗合タクシー・通院支援タクシー助成事業ふるかわ循環乗合タクシー・通院支援タクシー助成事業    比較比較比較比較    

ふるかわ循環乗合タクシー 通院支援タクシー助成事業 

・利用件数 … 69 件／月 

・運行費用 … 444 万円／年 

 ※H27.10 からの合計を年換算した場合 

・利用件数 … 275 件／月 

・助成費用 … 132 万円／年 

 ※利用実績からの年間見込み 

 

 

４．廃止に至る経緯 

 Ｈ27.10  運行開始 

 Ｈ29.８  第２回飛騨市公共交通会議において見直しに関しての協議 

 Ｈ29.９  古川町内医療機関での交通機関の利用に関するアンケート調査 

Ｈ30.５  ふるかわ循環乗合タクシー利用目的に関する利用者への聞き取り調査 

 Ｈ30.６  第１回飛騨市公共交通会議においてＨ31.４から変更することについて決議 

 Ｈ31.１  第２回飛騨市公共交通会議においてＨ31.４からの運休及び代替手段について決議 

Ｈ31.４  運休及び通院にかかる代替手段として通院支援タクシー助成を開始 

 Ｒ２.１  第４回飛騨市公共交通会議において廃止について決議（予定） 

Ｒ２.１  廃止の届出（予定） 

Ｒ２.３.31 廃止（予定） 

  

 

以上 
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協議事項４．飛騨市営バス路線への回数券の導入について 

 

 

１．導入の背景 

 現状の飛騨市営バス路線の特別乗車券については、『定期券』『１日乗車券』『シルバーフリー定

期券』を販売しているが、以前より市民からの要望があり、飛騨市議会においても導入を希望す

る提案がある。これらを受け、利用者の利便性向上に資することから回数券を導入する。 

 

 

２．導入開始時期 

 令和２年４月１日 

 

 

３．導入対象路線 

 下記の飛騨市営バス１２路線 

 畦畑線、太江線、桃源郷線、稲越線、月ヶ瀬線、宮川線、柏原線、神岡東部線、山之村線、 

かみおか循環乗合タクシー、神原峠線、河合宮川乗合タクシー 

 

 

４．導入方法 

 現在、濃飛乗合自動車㈱にて発行している回数券（12 枚綴り 1,000 円及び学生回数券 13 枚綴

り 1,000 円）を飛騨市営バス路線でも使用可能とする。これにより、飛騨市内のバス利用だけで

なく、高山市－飛騨市間でバスを利用する場合においても、１種類の回数券でどちらも利用する

ことができるため、利用者の利便性がより向上する。なお、回数券販売については、濃飛バス各

営業所とする。 

 

 

５．今後の予定 

 ・ 運行事業者への説明（導入内容、事務方法等） 

 ・ 市民への周知（広報ひだ、チラシ、無線、市ＨＰ等） 

 ・ 条例改正（令和２年３月飛騨市議会定例会） 

 

 

以上 



協議事項５．実証実験神原峠線の期間延長について 

 

 

１． 期間延長について 

 平成 31 年４月１日より実証実験による運行を開始した神原峠線について、当初利用状況が芳

しくなかったところ、直近の利用状況を見ると利用が増加している。また、地元説明会でも運行

を継続する強い要望があり、利用促進に向けての意思が感じられることから、期間を延長したい。 

 

２．延長期間 

 令和２年４月１日～令和３年３月 31日 

 

３．利用状況                             ※単位：人 

時刻 行先 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 合計 

神岡 BC8:05 古川行き 7 7 10 18 2 1 16 9 70 

神岡 BC11:40 古川行き 5 0 3 6 4 7 16 19 60 

古川駅 9:09 神岡行き 9 1 8 9 0 0 2 7 36 

古川駅 13:20 神岡行き 2 0 1 10 5 7 29 18 72 

合計 23 8 22 43 11 15 63 53 238 

 

４．利用予定者への再聞き取り調査結果 

 実施時期：令和元年 12月 2 日～6日 

 対 象 者：平成 30 年８月に実施した調査により利用見込み有りとした全世帯（19世帯） 

 調査内容：運行開始からの利用の有無、頻度、目的、不都合な点等  

 Ｒ1.12 実績 Ｈ30.8 利用見込み調査時点 

１．利用世帯数 8 世帯（3世帯不明） 19 世帯（全 94世帯中） 

２．利用頻度 12～15 回／月 66.3 回／月 

３．利用目的 通院、買物、金融機関、部活

の帰り、ツアー 

通院、買い物、部活、飲食、

通学、図書館、市役所 

４．利用しない理由、不都合な点、要望等 

・車を運転できるため利用しない。将来運転できなくなったら利用する。 

・朝古川へ行って、帰りの便まで４時間以上は長すぎる。 

・昼の便で古川へ行って、折り返しが出発するまでに買い物をする。もう少し時間が長いと

良い。 

・古川着後に病院に回ってもらえると助かる。 

・下山田にもうひとつバス停があると良い。 

・このダイヤで良い。 

 

以上 



協議事項６．飛騨市地域公共交通網形成計画の計画期間の変更について（差し替え資料）

R3.10
【網形成計画】（H27.4~R2.3の５年間）
①法改正（詳細は現時点で不明） 6月頃 改正内容判明見込み 11月1日 改正法施行見込み
②現行案

…→
↑1ヶ月だけ網形成計画、11月から地域公共交通計画

③１年延⻑案
飛騨市H27.3策定、H27.4計画期間開始、R2.4〜R3.3の1年間延⻑、R3.4〜地域公共交通計画（第２次網形成計画）へ

…→

【再編実施計画】（H27.4~R2.3の5年間）
①法改正（詳細は現時点で不明） 6月頃 改正内容判明見込み 11月1日 改正法施行見込み 新補助制度要綱 新補助制度

②６ヶ月延⻑案
飛騨市H27.8策定（計画期間は網形成計画と同じ。）、H27.10運行開始、R2.4~9の6ヶ月延⻑し終了

…→
R2.9末で終了 ※利便増進事業については現状で内容は不明

市で取り組むかどうかは内容により要検討

【運行期間】
飛騨市H27.10より再編後の運行開始、R2.10より再度一部見直しにより運行開始

…→
※利便増進事業に合致する内容に

第１次網計画の枠組みの中で運行 一部見直しの可能性有り
（第１次網形成計画の変更）
※再編実施計画期間は終了

R2.10 R2.11 R3.4

地域公共交通網形成計画 6ヶ月延⻑ 第2次 地域公共交通計画

R2.1 R2.4 R2.5 R2.9

網形成計画・再編実施計画による運行 一部見直し後の運行開始

第１次（網形成計画） 1年延⻑ 第２次（地域公共交通計画）

第１次（再編実施計画） ６ケ月延⻑ 旧補助制度期間（再編特例無し） 地域公共交通利便増進事業



 

 

協議事項７．第２次飛騨市地域公共交通網計画の骨子について 

 

 

１．１．１．１．第１次飛騨市地域公共交通網形成計画について第１次飛騨市地域公共交通網形成計画について第１次飛騨市地域公共交通網形成計画について第１次飛騨市地域公共交通網形成計画について    

 合併後平成 26 年までの様々な運行体系、料金体系が併存していた飛騨市内の公共交通を、全体

としてどのような移動を提供するかの方向性を示すため、平成 27 年３月に飛騨市地域公共交通

網形成計画を策定した。 

各公共交通がネットワークとして機能するよう、また、住民の最低限の生活の質が確保できる

公共交通が提供されるよう、大規模な地域公共交通網の再編を実施し平成 27 年 10 月から計画に

基づく運行を開始した。 

 

 

２．計画の評価及び課題２．計画の評価及び課題２．計画の評価及び課題２．計画の評価及び課題    

 計画の策定及び各事業の実施により、第１の目的である「市民の最低限のＱＯＬを極力確保

する地域公共交通網の形成」は概ね達成できたと考える。そのうえで、再編直後と比較し、人

口が減少している中において利用者数・収支率・定期券購入者数が増加しており、また、計画

内での事業ではないものの、市内バス運賃及び定期券料金の統一（差額補填）によりバス利用

での高校通学者が増加し、市内高校の存続に寄与していることは、地域公共交通の維持の面で

も大きな効果があったと思われる。 

 一方で、路線によっては年々利用者数が減少しているもの、又は路線自体は利用者が一定で

推移しているものの特定の便の利用が全くないなど、非効率な運行となっている部分がある。 

また、利用者の声からは、乗り継ぎの時間が長い、乗り継ぎが分かりにくい、バス停が不足

しているなど、運行内容に関して改善の余地があることがうかがえる。 

以上、５年間の評価と課題を踏まえて、第２次飛騨市地域公共交通網形成計画を策定する。 

 

 

３３３３．第２次網形成計画の方針．第２次網形成計画の方針．第２次網形成計画の方針．第２次網形成計画の方針    

 ① 第１次網形成計画を踏襲する。（目的、方針、評価方法、運行路線など） 

 ② 事業内容については、第１次網形成計画での課題を解決するため見直しを行う。 

 ③ 柔軟かつ速やかな改善が図れるよう、各路線の詳細な運行内容は計画に含めない。 

 ④ 目標値及び指標については、項目としては第１次を踏襲する。ただし、目標値について

は現状の実績値を基準に全体的な目標値として設定する。 

 

 

４．第２次網形成計画概要４．第２次網形成計画概要４．第２次網形成計画概要４．第２次網形成計画概要    

 別紙のとおり 

 

以上 
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～第二次飛騨市地域公共交通網形成計画～～第二次飛騨市地域公共交通網形成計画～～第二次飛騨市地域公共交通網形成計画～～第二次飛騨市地域公共交通網形成計画～    【概要版】【概要版】【概要版】【概要版】    

 

 

＝＝＝＝第１篇第１篇第１篇第１篇    地域公共交通網形成計画の概要と地域の現状と課題地域公共交通網形成計画の概要と地域の現状と課題地域公共交通網形成計画の概要と地域の現状と課題地域公共交通網形成計画の概要と地域の現状と課題＝＝＝＝    

    

第１章第１章第１章第１章    飛騨市地域公共交通網形成計画の概要飛騨市地域公共交通網形成計画の概要飛騨市地域公共交通網形成計画の概要飛騨市地域公共交通網形成計画の概要    

 １１１１    計画の背景と目的計画の背景と目的計画の背景と目的計画の背景と目的        

 ・合併後平成 26年までの市内公共交通は、様々な運行体系、料金体系が併存 

 ・公共交通全体としてどのような移動を提供するか方向性を示すため網形成計画を策定 

 ・各公共交通がネットワーク（網）として移動を提供するために大規模な再編を実施 

 ・住民の最低限の生活の質（ＱＯＬ）を確保することを重点に再編を実施 

 

 ２２２２    計画の基本事項計画の基本事項計画の基本事項計画の基本事項        

  ⑴ 地域公共交通の定義  

   ・地域公共交通網 … 利用者の移動を実現させるため、地域公共交通がネットワーク化 

している状態をいう。 

   ・地域公共交通   … 生活圏内における各種移動を担うもので、個人又は事業者が個別

に運行する交通手段以外のものをいう。 

  ⑵ 計画の範囲 

   ・計画の区域 … 飛騨市全域 

   ・対象とするモード … 鉄道、バス、タクシー、その他活用できるあらゆる移動手段 

  ⑶ 地域公共交通の利用者 

   飛騨市民及び周辺自治体居住者、周辺自治体居住者以外で市外から訪れる者（全ての人） 

  ⑷ 計画期間 

   令和２年 10月から令和７年 10 月までの５年間 

 

第２章第２章第２章第２章    地域の現状等地域の現状等地域の現状等地域の現状等    

 １１１１    地域の地域の地域の地域の状況状況状況状況        

地勢 ・面積が広く（792 ㎢）、標高差が大きく、冬期間の降雪量が多い。 

土地利用 ・可住地面積が小さい。（約 7.6％ 60 ㎢） 

施設立地 

・高校、総合病院、商業施設は、古川・神岡地域に集中している。 

・河合・宮川地域には、診療所、個人商店が立地している。 

 

 ２２２２    人口と財政状況人口と財政状況人口と財政状況人口と財政状況        

人口 

・全人口の約 60％が古川地域に、約 35％が神岡地域に居住している。 

・河合・宮川地域では各振興事務所周辺にやや人口集中がみられるが、その

他の地域では谷筋に沿って薄く人口が分布している。 
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・人口は減少傾向、高齢化が進んでいる。 

 H25.3…25,855 人 35.92％  R1.12…23,793 人 38.83％  

財政 

・財政規模は、200 億円前後で推移しており、今後は少しずつ縮小していく

ことが想定される。 

 

 ３３３３    地域公共交通の運行状況地域公共交通の運行状況地域公共交通の運行状況地域公共交通の運行状況        

  ⑴ 地域公共交通の変遷   

平成 16 年度 合併により飛騨市誕生 

鉄道線 ＪＲ東海高山本線、神岡鉄道神岡線 

バス路線 濃飛バス路線、旧町村によるコミュニティバス 

その他 河合宮川ポニーカーシステム 

平成 17 年度 「ふれあい号」運行開始 

平成 18 年度 神岡鉄道神岡線の廃止 ※ふれあい号の代替のため路線変更 

平成 27 年度 飛騨市地域公共交通網形成計画の策定及び公共交通体系の再編 

 

  ⑵ 地域公共交通の現状    

種別 路線名 地域・区間 運行日 運行者 

幹線 JR 高山本線 名古屋－富山 平日・休日 ＪＲ東海 

高山神岡線 高山－神岡 平日・休日 濃飛バス 

奥飛騨富山線 神岡－富山 平日・休日 
濃飛バス 

富山地鉄 

神岡猪谷線 神岡－猪谷駅 平日・休日 濃飛バス 

地域路線 吉田線 神岡 平日・休日 濃飛バス 

畦畑線 古川 平日 飛騨市 

太江線 古川 平日 飛騨市 

桃源郷線 古川 平日・休日 飛騨市 

稲越線 河合 平日・休日 飛騨市 

月ヶ瀬線 河合 平日・休日 飛騨市 

宮川線 宮川 平日・休日 飛騨市 

柏原線 神岡 平日 濃飛バス 

神岡東部線 神岡 平日 濃飛バス 

山之村線 神岡 平日・休日 濃飛バス 

市街地線 ふるかわ循環乗合タクシー 古川 平日 飛騨市 

かみおか循環乗合タクシー 古川 平日 飛騨市 

小規模輸送 河合宮川乗合タクシー 河合・宮川 平日・休日 飛騨市 

実証実験 神原峠線 古川－神岡 平日 濃飛バス 
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 ４４４４    市民の市民の市民の市民の公共交通に対する意識公共交通に対する意識公共交通に対する意識公共交通に対する意識及び移動実態及び移動実態及び移動実態及び移動実態   

意識 

・市運行バスの今後事業規模は、現状維持が望まれている。 

・公共交通がもっとも対応すべき移動は、高齢者の通院・買物 

・高校通学の家族送迎世帯の２割が公共交通への転換を希望 

・66.8％が「市民協働のバス運営」の導入に賛成 

移動実態 

・主要な移動先は、古川市街地及び神岡市街地である。高山市への移動も

多い。河合・宮川地域において地域内での移動も一定量みられる。 

・移動制約者においても、公共交通の利用率が低い。 

・免許を持っていない人は女性が多く、年代は 70代以上が多い。 

 

 ５５５５    観光動向観光動向観光動向観光動向            

観光客数 
・年間約 101 万人が来訪し、内約 10 万人が宿泊する。 

・外国人観光客が増加している。 

観光動向 ・古川の街並み、神岡のカミオカラボ、ガッタンゴーへの観光客が多い 

 

 

第３章第３章第３章第３章    第１次計画の評価・検証第１次計画の評価・検証第１次計画の評価・検証第１次計画の評価・検証    

 １１１１    目標値と指標の達成状況目標値と指標の達成状況目標値と指標の達成状況目標値と指標の達成状況    

  ⑴ 地域公共交通整備・運行に関する目標  

   ●目標値   

目標値の内容 H28実績 H30実績 H31目標 

【通院】 地域内診療所、中心部総合病院に午前中に通

院できる 

96.2％ 96.3％ 100.0％ 

【買物】 地域内商店街、中心部商店街に１日１回以上

買物に行くことができる 

96.2％ 96.3％ 100.0％ 

【通学】 始業までに市内高校及び近隣高校に到着でき

る 

94.7％ 95.4％ 100.0％ 

    ※バス停圏勢 500m、駅圏勢１㎞におけるカバー人口率 

   

 ●指標    

指標の内容 H22 基準 H28実績 H30実績 H31目標 

地域公共交通の整備状況に対する納得度 28.1％ 66.6％ 70.4％ 70.0％ 

    

 ・公共交通整備のカバー人口率は、目標値に極めて近い水準となっている。 

  ・市民の納得度については、目標値を上回っている。 
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  ⑵ 持続性に関する目標 

   ●目標値 

目標値の内容 H28 実績 H30 実績 H31 目標 

公共交通事業費（H25 決算額未満） 93,624 千円 94,710 千円 97,114 千円 

市営バス収支率 4.1％ 5.0％ 10.0％ 

15 歳以上の市民 100 人あたりの利用者数

10％増加（H24 基準 332 人） 

202 人 223 人 392 人 

 

   ・事業費については、目標値を下回った事業の実施ができている。 

   ・収支率及び利用者数については、目標を大きく下回っている。目標値と現状が大きく乖 

離しているため、目標値の設定について見直しが必要である。 

    

    

第４章第４章第４章第４章    関連計画の整理関連計画の整理関連計画の整理関連計画の整理    

 ⑴ 飛騨市総合政策指針（R２～６） 

・飛騨市の最上位計画 

・本市のありたい姿と政策の方向を示す指針 

 ⑵ 飛騨市都市計画マスタープラン（H25～R４） 

・飛騨市がめざす都市構造を示す指針 

・めざす都市構造を実現するための地域公共交通施策の 

方向性が記載されている 

 ⑶ 飛騨市教育振興基本計画（H25～R４） 

・教育分野の個別計画 

・教育振興施策の１分野として「スクールバスの運行」 

が位置づけられている 

 ⑷ 第２期飛騨市地域福祉計画（H30～R５） 

・福祉分野の個別計画 

・福祉施策の１分野として「交通弱者の移動手段の充実」 

が位置づけられている 

 

 

第５章第５章第５章第５章    地域公共交通の役割と課題整理地域公共交通の役割と課題整理地域公共交通の役割と課題整理地域公共交通の役割と課題整理    

 １１１１    地域公共交通網の役割地域公共交通網の役割地域公共交通網の役割地域公共交通網の役割    

  ⑴ 地域住民の生活の基盤としての役割 

   ① 地域住民の生活の基盤としてのサービス水準 

… 市民の最低限のＱＯＬを極力確保し、市内のどこに住んでいても、移動について 

自立した日常生活が実現できる状態を目指す。 

   

上位計画 

関連計画 
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② 外出機会の創出による健康維持への寄与 

    … 高齢者でも外出しやすい公共交通を提供することで、買い物や入浴施設へのおでか

けによる健康維持に寄与することが期待される。 

   ③ 来訪者の利用 

    … 来訪者も二次交通機関として利用できる公共交通を目指す。ただし、主たる利用者

は市民であるため、来訪者の利用を優先した運行の改善は行わない。 

  

⑵ まちのにぎわいを創出する役割 

   政策指針が目指す将来像「みんなが 楽しく心豊かに 暮らせるまち」を実現するため、

地域公共交通網は、地域住民の外出を促進し、まちのにぎわいを創出し、地域の商業施設等

の維持に寄与することが期待される。 

 

 

 ２２２２    解決すべき課題の整理解決すべき課題の整理解決すべき課題の整理解決すべき課題の整理    

  ⑴ 移動制約者の生活確保及び外出機会の促進 

    自家用車を自由に使えない移動制約者が自立した日常生活を送ることのできる「足」の

確保及び維持 

  

  ⑵ 地域公共交通の持続可能性の確保 

   ① 使いやすい公共交通への改善 

② 利用のさらなる拡大（「使って守る地域公共交通」の促進） 

   ③ 財政支出の抑制 

     

  ⑶ 技術革新への対応 

   ① 先進技術に関する情報の収集 

   ② 他自治体等の好事例の研究 
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＝＝＝＝第２編第２編第２編第２編    公共交通網施策の展開公共交通網施策の展開公共交通網施策の展開公共交通網施策の展開＝＝＝＝    

    

第１章第１章第１章第１章    地域公共交通の活性化に向けた取り組みの方針地域公共交通の活性化に向けた取り組みの方針地域公共交通の活性化に向けた取り組みの方針地域公共交通の活性化に向けた取り組みの方針    

１１１１    地域公共交通の維持・改善の方針地域公共交通の維持・改善の方針地域公共交通の維持・改善の方針地域公共交通の維持・改善の方針    

 ⑴ 方針１：定められた役割・サービス水準の担保 

  ① 最低限のＱＯＬを極力確保する公共交通網の維持・改善 

  ② 外出しやすい時刻・路線の整備 

  ③ 来訪者も利用しやすくするための環境の整備 

  

⑵ 方針２：持続可能な地域公共交通網の形成 

  ① 交通事業者、市民、行政協働による地域公共交通網の形成 

  ② 効率的で低コストな地域公共交通の確保・維持 

  

⑶ 方針３：成長する地域公共交通網の形成  

   市民や事業者の自主的な取り組みを支援する体制づくり 

  

 ⑷ 方針４：まちづくりへの寄与、上位計画との整合性 

   政策指針及び都市マスタープランに示されるまちづくりの実現の寄与 

 

 

第２章第２章第２章第２章    飛騨市地域公共交通網形成計画の目標飛騨市地域公共交通網形成計画の目標飛騨市地域公共交通網形成計画の目標飛騨市地域公共交通網形成計画の目標    

 １１１１    整備・運行に関する目標整備・運行に関する目標整備・運行に関する目標整備・運行に関する目標    

  【通院】地域の診療所及び市内の総合病院に通院できるようにする 

  【買物】通院にあわせた買物等を可能にする 

  【通学】可能な限り高校生が市内の高校に通学できるようにする 

  【通勤】通学の整備にあわせて通勤対応も可能な限り実施する 

  【観光】市外からの来訪者が観光に利用できる公共交通とする 

 

 ２２２２    持続性に関する目標持続性に関する目標持続性に関する目標持続性に関する目標    

  ① 一定の事業費の中で最大限効率的に地域公共交通網を維持する 

   …市の公共交通事業（市営バス運行、事業者路線赤字負担及び事業者路線差額補填）にか

かる支出額を平成 30 年度決算額基準とする。 

  ② 地域路線について、一定の収支を維持する 

   …路線ごとに平成 30 年度の収支率を基準とし、全体としての収支率目標値を定める。 

  ③ 地域公共交通網の利用者数を増加させる 

   …路線ごとに平成 30 年度利用者数を基準とし、全体としての利用者数目標値を定める。 
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 ３３３３    利用促進・啓発事業に関する目標利用促進・啓発事業に関する目標利用促進・啓発事業に関する目標利用促進・啓発事業に関する目標    

  ① 地域公共交通に対する市民の理解度を向上させる 

  ② 地域公共交通の維持に協力しようとする市民の比率を向上させる 

    

  

第３章第３章第３章第３章    目標達成のために行う事業目標達成のために行う事業目標達成のために行う事業目標達成のために行う事業    

１１１１    地域公共交通の整備・運行地域公共交通の整備・運行地域公共交通の整備・運行地域公共交通の整備・運行    

 基本は、第１次網形成計画の運行内容を継続し、下記の公共交通を整備・運行する。 

①幹線路線の運行  

 ②地域路線の運行 

 ③市街地循環路線の運行 

 ④小規模輸送の運行 

 ⑤その他の移動手段の支援 

 

２２２２    利便性の向上利便性の向上利便性の向上利便性の向上    

① 交通結節点の整備・維持 

 ② 企画乗車券の発行 

 ③ 車両の更新と整備 

 ④ 地域公共交通の基本的な情報提供 

 

３３３３    利用促進利用促進利用促進利用促進    

① 地域住民に対する乗り方の周知と利用の啓発 

② 利用するきっかけづくり 

③ 市民・事業者等の自主的な取り組みの支援 

④ 来訪者に対する地域公共交通情報の提供 

 

４４４４    評価・改善評価・改善評価・改善評価・改善    

 ① 地域公共交通における評価・検証の実施 

 ② 継続的な市民参加の仕組みづくり 

 ③ 先進的な手法や技術の導入検討 

 

 

第４章第４章第４章第４章    計画の達成状況の評価計画の達成状況の評価計画の達成状況の評価計画の達成状況の評価    

 １１１１    飛騨市地域公共交通網のマネジメント飛騨市地域公共交通網のマネジメント飛騨市地域公共交通網のマネジメント飛騨市地域公共交通網のマネジメント    

  ⑴ 地域公共交通網の形成・整備・運営・管理の主体 

   飛騨市地域公共交通網は、飛騨市公共交通会議が中心となり、形成・整備・運営・管理を

行うものとする。ただし、交通事業者が実施主体であり、運行主体である路線については、

交通事業者が運営等を行い、飛騨市公共交通会議は、必要に応じて協議・連携を行う。 
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  ⑵ 各主体の役割    

飛騨市公共交通会議 全体的な管理（策定、評価、検証、進捗、報

告、改善等） 

交通事業者 安全性、サービス水準、利便性の向上、維持

及び利用促進策の取組 

市民・地域 運営への参画、持続可能性への寄与 

市 確保・維持にかかる費用負担及び事務局と

しての機能及び市民・事業者等間の意思疎

通のコーディネーター 

 

 ２ 評価の方法 

  目標値及び指標を設定し、定期的に評価・検証を行う。 

 

 ３ 改善の方法 

  評価・検証を受けて、必要に応じて改善を行う。 

改善は原則として運輸年度に併せて実施する。 

 

 



 

 

 1111 / 7777 

 

協議事項８．飛騨市公共交通網形成計画の変更について 

 

飛驒市地域公共交通網形成計画の新旧対照表（傍線部分は改正部分） 

現 行 改 正 

第1編（略） 

第2編（略） 

第1章～第2章（略） 

第3章 

3-1（略） 

3-2 

表 3-2 路線ごとの目標値 

 

路線名 

現状値（H24 年

度推計値 

※

） 

目標値（H31 年度） 

利用者

数 

(人) 

15 歳

以上 

市民

100

人あ

たり

（人） 

利用者

数 

(人) 

15 歳以上市民 

100 人あたり（人） 

1 神岡猪谷線 8,319 35 8,000 38 

2 畦畑線 1,292 5 1,250 6 

3 太江線 5,789 25 5,570 27 

4 稲越線 10,618 45 10,210 49 

5 月ヶ瀬線 9,857 42 9,480 46 

6 桃源郷線 20,564 87 19,770 96 

7 宮川線 9,998 42 9,610 47 

第1編（略） 

第2編（略） 

第1章～第2章（略） 

第3章 

3-1（略） 

3-2 

表 3-2 路線ごとの目標値 

 

路線名 

現状値（H24

年度推計値 

※

） 

目標値（H31 年度） 

利用者

数 

(人) 

15 歳 

以上 

市民

100

人あ

たり

（人） 

利用者

数 

(人) 

15 歳以上市民 

100 人あたり（人） 

1 神岡猪谷線 8,319 35 8,000 38 

2 畦畑線 1,292 5 1,250 6 

3 太江線 5,789 25 5,570 27 

4 稲越線 10,618 45 10,210 49 

5 月ヶ瀬線 9,857 42 9,480 46 

6 桃源郷線 20,564 87 19,770 96 

7 宮川線 9,998 42 9,610 47 
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8 吉田線 1,500 6 1,450 7 

9 柏原線 7,732 33 7,440 36 

10 山之村線 2,854 12 2,750 13 

11 神岡東部線 ― ― 1,570 8 

12 ふるかわ循環乗合タクシー ― ― 1,360 7 

13 かみおか循環乗合タクシー ― ― 1,220 6 

14 河合・宮川乗合タクシー ― ― 1,220 6 

3-3（略） 

第4章 

4-1 

(1)①② （略） 

③③③③    中心市街地循環路線の運行中心市街地循環路線の運行中心市街地循環路線の運行中心市街地循環路線の運行    

 古川・神岡市街地を循環運行することで、幹線から中心市街地の主要施設を

接続する役割を持つ。古川地区においては飛驒古川駅、神岡地区においては濃

飛バス神岡営業所を拠点とし、市街地に点在する主要施設を運行する。循環路

線とし、極力冗長でないようにする。また、運行本数を多く確保し、利便性を

向上させる。 

中心市街地循環路線は幹線同様、市街地を訪れる全市民及び観光客などに使

いやすいよう留意する。また、幹線との接続によって、全市の公共交通サービ

ス水準向上に資する。 

(2)～(5) （略） 

4-2 

表 4-2 地域公共交通整備・運行事業一覧 

地域公共交

通網 

形成事業 

個別事業 実施主体 

幹線路線の ・JR 高山本線の運行 東海旅客鉄道株式会社 

8 吉田線 1,500 6 1,450 7 

9 柏原線 7,732 33 7,440 36 

10 山之村線 2,854 12 2,750 13 

11 

   

神岡東部線 

                  

― 

  

― 

  

1,570 

    

8 

     

12 かみおか循環乗合タクシー ― ― 1,220 6 

13 河合・宮川乗合タクシー ― ― 1,220 6 

3-3（略） 

第4章 

4-1 

(1)①② （略） 

③③③③    中心市街地循環路線の運行中心市街地循環路線の運行中心市街地循環路線の運行中心市街地循環路線の運行    

    神岡市街地を循環運行することで、幹線から中心市街地の主要施設

を接続する役割を持つ。                        

 濃飛バス神岡営業所を拠点とし、市街地に点在する主要施設を運行する。

循環路線とし、極力冗長でないようにする。また、運行本数を多く確保し、

利便性を向上させる。 

中心市街地循環路線は幹線同様、市街地を訪れる全市民及び観光客などに

使いやすいよう留意する。また、幹線との接続によって、全市の公共交通サ

ービス水準向上に資する。 

(2)～(5) （略） 

4-2 

表4-2 地域公共交通整備・運行事業一覧 

地域公共交

通網 

形成事業 

個別事業 実施主体 

幹線路線の ・JR 高山本線の運行 東海旅客鉄道株式会社 
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整備と運行 ・古川神岡線（高山－古川）の運行 濃飛乗合自動車株式会社 

・古川神岡線（古川－神岡）の運行 濃飛乗合自動車株式会社 

・上宝神岡線・富山線の運行 

濃飛乗合自動車株式会社 

富山地方鉄道株式会社 

・神岡猪谷線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

・吉田線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

地域路線の

整備と運行 

・畦畑線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・太江線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・稲越線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・月ヶ瀬線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・桃源郷線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・宮川線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・柏原線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

・山之村線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社    

・神岡東部線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

地区内循環

線の整備と

運行 

・ふるかわ循環乗合タクシーの整備

と運行 ＊） 

飛驒市 

・かみおか循環乗合タクシーの整備

と運行 ＊） 

飛驒市 

少量輸送サ

ービスの運

行と支援 

・河合・宮川乗合タクシーの整備と

運行 ＊） 

飛驒市 

その他の移

動手段の整

備・支援 

・地域公共交通網を補完する 

移動手段の創出及び維持に対する支

援 

飛驒市 

＊）地域公共交通再編事業    

表4-3～4-5 （略） 

整備と運行 ・古川神岡線（高山－古川）の運行 濃飛乗合自動車株式会社 

・古川神岡線（古川－神岡）の運行 濃飛乗合自動車株式会社 

・上宝神岡線・富山線の運行 

濃飛乗合自動車株式会社 

富山地方鉄道株式会社 

・神岡猪谷線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

・吉田線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

地域路線の

整備と運行 

・畦畑線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・太江線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・稲越線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・月ヶ瀬線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・桃源郷線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・宮川線の整備と運行 ＊） 飛驒市 

・柏原線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

・山之村線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社    

・神岡東部線の整備と運行 ＊） 濃飛乗合自動車株式会社 

地区内循環

線の整備と

運行 

                 

      

・かみおか循環乗合タクシーの整備

と運行 ＊） 

                    

 

飛驒市 

少量輸送サ

ービスの運

行と支援 

・河合・宮川乗合タクシーの整備と

運行 ＊） 

飛驒市 

その他の移

動手段の整

備・支援 

・地域公共交通網を補完する 

移動手段の創出及び維持に対する支

援 

飛驒市 

＊）地域公共交通再編事業 

表4-3～4-5 （略） 
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図 4-1 再編後の飛驒市地域公共交通網 

 

4444----3333    計画計画計画計画の期間と見直しの期間と見直しの期間と見直しの期間と見直し    

本計画の期間は、飛驒市第 2次総の計画期間にあわせて、平成 27 年度か

ら平成 31年度までの 5年間とする。 

また、本計画は、中間年にあたる平成 29 年度に第 4章に記載された事業の

  

 

図 4-1 再編後の飛驒市地域公共交通網 

 

4444----3333    計画の期間と見直し計画の期間と見直し計画の期間と見直し計画の期間と見直し    

本計画の期間は、                  平成 27 年度

から令和２年度までとする。    

また、本計画は、中間年にあたる平成 29 年度に第 4章に記載された事



 

 

 5555 / 7777 

 

達成度に応じて見直しを行う。 

ただし、各事業に設定した個別の目標値に対する達成度を勘案しながら、事

業全体として、「収支率 10％以上」、「平成 24年度推計値に対して 15 歳以上

市民 100 人あたりの利用者数 10％増加」が平成 31年度に達成できないこと

が明らかな場合に限るものとする。 

4-4 

(1)～(2) （略） 

(3)(3)(3)(3)    中心市街地循環路線の整備と運行中心市街地循環路線の整備と運行中心市街地循環路線の整備と運行中心市街地循環路線の整備と運行    

  古川市街地、神岡市街地の両市街地内における移動の利便性を向上させるた

め、中心市街地路線として、ふるかわ循環乗合タクシー、かみおか循環乗合タ

クシーを整備・運行する。 

① ふるかわふるかわふるかわふるかわ循環循環循環循環乗合タクシーの乗合タクシーの乗合タクシーの乗合タクシーの整備と運行整備と運行整備と運行整備と運行（地域公共交通再編事業）    

表表表表    4444----17171717    ふるかわ循環乗合タクシーふるかわ循環乗合タクシーふるかわ循環乗合タクシーふるかわ循環乗合タクシーの整備の整備の整備の整備・・・・運行事業運行事業運行事業運行事業 

路線名 ふるかわ循環乗合タクシー 

運行のねらい 再編後の体系では、市内各方面よりＪＲ線や

濃飛バスの幹線に接続させて、古川市街地まで

アクセスさせるが、古川市街地の病院やスーパ

ーは、駅からの距離が１km 以上あるところが

多く、駅からのアクセス確保が必要となる。こ

れをうけて市街地内を巡回する乗合タクシー

を運行する。 

対応させる移動目的 通院、買い物等 

事 業

運行形態 市町村運営有償運送 

運行経路 古川駅、垣内病院前、駿河屋前、古川病院前、

業の達成度に応じて見直しを行う。 

ただし、各事業に設定した個別の目標値に対する達成度を勘案しながら、

事業全体として、「収支率 10％以上」、「平成 24 年度推計値に対して 15歳

以上市民 100 人あたりの利用者数 10％増加」が平成 31年度に達成できな

いことが明らかな場合に限るものとする。 

4-4 

(1)～(2) （略） 

(3)(3)(3)(3)    中心市街地循環路線の整備と運行中心市街地循環路線の整備と運行中心市街地循環路線の整備と運行中心市街地循環路線の整備と運行    

      神岡市街地の     における移動の利便性を向上させるた

め、中心市街地路線として            、かみおか循環乗合タ

クシーを整備・運行する。 

②ポニーカーシステムポニーカーシステムポニーカーシステムポニーカーシステムの整備と運行の整備と運行の整備と運行の整備と運行（地域公共   交通再編事業）    

表表表表 4444----20202020    ポニーカーシステムポニーカーシステムポニーカーシステムポニーカーシステムの整の整の整の整    備備備備・・・・運行事業運行事業運行事業運行事業 

 

 

    

    

    

    

    

※ 表の削除 
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内容 

飛騨市役所 

運行日 平日（土休日運休、12/31～1/3 運休） 

運行ダイヤ 8 便 

運賃 均一 200 円 

事業の目標値 平成 31 年度利用者数：1,360 人 

付帯する事業 ・ 評価・検証事業（進行管理事業※） 

・ 路線図、時刻表の整備 

・ バス停の整備 

 

 

図図図図    4444----13131313    ふるかわふるかわふるかわふるかわ循環循環循環循環タクシータクシータクシータクシー運行ルート運行ルート運行ルート運行ルート    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

※ 図の削除 
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②②②②    かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）    

表表表表 4444----18181818    かみおか循環乗合タクシーかみおか循環乗合タクシーかみおか循環乗合タクシーかみおか循環乗合タクシーの整備の整備の整備の整備・・・・運行事業運行事業運行事業運行事業    

表 4-18 （略） 

     図 4-14 かみおか循環乗合タクシー運行ルート 

図 4-14 （略） 

(4) （略） 

①①①① 河合河合河合河合・宮川・宮川・宮川・宮川乗合タクシー乗合タクシー乗合タクシー乗合タクシーの整備と運行の整備と運行の整備と運行の整備と運行（地域公共交通再編事業）    

表表表表 4444----19191919    河合・宮川乗合タクシー河合・宮川乗合タクシー河合・宮川乗合タクシー河合・宮川乗合タクシーの整備の整備の整備の整備・・・・運行事業運行事業運行事業運行事業 

表 4-19 （略） 

         図 4-15 河合・宮川乗合タクシー運行ルート 

以下 略 

 

    ①①①①    かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）かみおか循環乗合タクシーの整備と運行（地域公共交通再編事業）    

表表表表 4444----17171717    かみおか循環乗合タクシーかみおか循環乗合タクシーかみおか循環乗合タクシーかみおか循環乗合タクシーの整備の整備の整備の整備・・・・運行事業運行事業運行事業運行事業    

表 4-17 （略） 

     図 4-13 かみおか循環乗合タクシー運行ルート 

図 4-13 （略） 

(4) （略） 

②②②② 河合河合河合河合・宮川・宮川・宮川・宮川乗合タクシー乗合タクシー乗合タクシー乗合タクシーの整備と運行の整備と運行の整備と運行の整備と運行（地域公共交通再編事業）    

表表表表 4444----11118888    河合・宮川乗合タクシー河合・宮川乗合タクシー河合・宮川乗合タクシー河合・宮川乗合タクシーの整備の整備の整備の整備・・・・運行事業運行事業運行事業運行事業 

表 4-18 （略） 

                    図 4-14 河合・宮川乗合タクシー運行ルート 

以下 略 


